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Why employer branding matters.
エンプロイヤーブランドの重要性について
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エンプロイヤーブランドの高い企業は、エンプロイヤーブラン
ドの劣る企業の2倍、就職志願者を集めています。また、その
ような企業は人件費に費やす額を、より抑えられています。１

働き手の96％が、個人的価値
観と企業文化の一致は、職場
の満足度の重要な要素だと考
えています。3

求職者の62％が、求人に応募
する前に、ソーシャルメディアで
企業を調査しています。5

ミレニアル世代と未成年の88％
が、適切な企業文化の一員であ
ることは、自分にとって重要だと考
えています。3

働き手の50％が、たとえ給与額
が増えるとしても、評判の悪い
企業には勤めないと述べていま
す。1

職場のリーダー達の80％が、優れたエンプロイヤーブランドは、素晴らしい人材を惹きつける要素で
あると考えています２。人々が仕えるのは “企業” ではなく “文化” であるため、雇用主としての貴社
に対する彼らのパーセプションは、極めて重要です。リクルーターと求職者の両方が、勤務先を選択
する際の最も重要な決定要素の１つとして、企業文化を挙げています。同様に、文化の透明性も大
切です： 求職者は、企業との相性を知るために、企業の文化を積極的に調べています。もし求職者
が企業のレビューサイトで、現社員や他の求職者からのポジティブなコメントを見つければ、彼らは
履歴書の送付やキャリアを変更を、より大きな自信をもって行えます。

働き手の87％が、企業文化との
相性の良さを理由に、就職してい
ます。3

働き手の80％が、企業文化が
原因で、離職しています。3

評判の悪い企業では、従業員1
名あたりの人件費が、10％高く
なっています。4

50% 80%

96% 62% 88% 87% 80%

※1～4の参照先については、最終ページの「引用・参考文献目録」をご確認ください



the employer brand roadmap.
エンプロイヤーブランド・ロードマップ
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現在のエンプロイヤーブランドを調査

• エンプロイヤーブランドのストーリー

• 社外の評価

従業員と経営陣にインタビューを行い、

以下を把握：

• ブランドに対する彼らのパーセプション

• ギャップと、改善すべきエリア

社員の労働環境に関して

競合企業を評価

エンプロイヤーブランドの柱とEVP 

(Employee Value Proposition: 

雇用主が働き手に与える価値) 

を策定

エンプロイヤーブランドの戦略

とクリエイティブアセットを開発

測定、評価、修正エンプロイヤーブランディング

を社外で始動

エンプロイヤーブランディング

を社内で始動

従業員と経営陣から意見を収集

社外の市場分析

• キャリアのモチベーションと

ドライバー

• 貴社の改善点について
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ランスタッド・エンプロイヤーブランド
リサーチとは?

• 一般の人々が抱く印象に基づく、エンプロイ
ヤーブランドの調査。成功を収めたエンプロイ
ヤーブランディングのインサイト17年間分を活
用。

• 世界30ヵ国の175,000名以上の回答者を対象
とした、独自調査。

• 全回答者の少なくとも10％から認知されてい
る、国内の大手企業150社の、雇用主としての
魅力を反映。

• 雇用主がエンプロイヤーブランドを形成するの
に役立つ、貴重な考察。
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グローバル経済の75％以上を占める、
30ヵ国を調査。
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オーストリア
オーストラリア
アルゼンチン
ベルギー
ブラジル
カナダ
中国
チェコ共和国
ドバイ
フランス
ドイツ
ギリシア
香港
ハンガリー
イタリア
インド
日本
ルクセンブルグ
マレーシア
ニュージーランド
オランダ
ポーランド
ポルトガル
ロシア
シンガポール
スペイン
スウェーデン
スイス
イギリス
アメリカ

世界
• 175,000名以上の回答者
•企業5,755社を調査

回答者
• 18歳～65歳
•男女比を考慮
• 25歳～44歳を多めに採用
•学生、就業者、無業者で構
成

国内 (日本) 
• 7,105名の回答者

調査方法
•オンライン アンケート調査
• 2017年11月10日～2017年12
月1日

調査の所要時間
• 16分間調査国
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employer brand research set up.
調査設計
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10の指標

各企業は、以下の項目に基づいて評価され
ます：

01 財務体質が健全である

02 革新的な技術を活用している

03 社会的評価が高い

04 長期にわたる安定した雇用機会がある

05 キャリアアップの機会がある

06 環境や社会に配慮している (CSR)

07 興味深い仕事がある

08 職場環境が快適である

09 ワークライフバランスが実現しやすい

10 給与水準が高く、福利厚生が充実してい
る

認知度に基づいた企業の表示

回答者に示される企業30社は、それらの前年度の認知度
に基づいて、無作為に割り当てられます。

認知度の高い企業はあまり示されない一方で、認知度の低
い企業は、より頻繁に示されます。初めて調査を実施する
企業は、1,400回表示されます。

評価数

スマートサンプリング・メソッドが、認知度の高い企業と低い
企業をバランスよく抽出して、1社あたりの評価数が n=140 
から n=400 になるようにしています。このサンプル数は、調
査結果に関する一般的な結論を導き出せるほどの、統計
学的な頑健性を持ちます。

回答者1名あたり
企業30社について

“この企業を知っています
か？”：
認知度を特定。

認知されている
各企業に対して

“この企業で働きたいです
か？”：
魅力度を特定。

認知されている
各企業に対して

一連の指標に基づく評価を実
施：
魅力の理由を特定。
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sample composition
社会人口学的属性 (性別/年齢/教育水準)、就業状況、地域

51%女性
男性 49%
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1

5%北海道
6%東北地方1

36%関東地方2

6%甲信越地方3

13%東海地方4

19%近畿地方5

6%中国地方6

2%四国地方7

7%九州地方8

17%

64%

19%

18歳～24歳
25歳～44歳
45歳～65歳

27%

22%

51%

高等学校卒業以下

短大・専門学校卒

大学・大学院卒

合計サンプル数: n=7105
調査時期: 2017年11月10日～2017年12月1日

性別 就業状況 地域

年齢

教育水準 1 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島

2 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川

3 新潟、富山、石川、福井、山梨、長野

4 静岡、愛知、岐阜、三重

5 滋賀、京都、奈良、大阪、兵庫、和歌山

6 鳥取、島根、岡山、広島、山口

7 徳島、香川、愛媛、高知

8 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄

1

74%就業中 (正社員/パート/アルバイト/嘱託/派遣など)

8%自営業/自由業

2%無職/仕事を探している

12%主婦 (主夫) で仕事はしていない

4%学生でアルバイトなど仕事はして
いない
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1

管理職 13%

専門職 20%

技師 5%

事務 27%

サービス・販売職 19%

農業従事者 0%

技能工・関連職業の従事者 3%

機械の運転 2%

その他の軽易作業従事者 10%

軍人 0%

sample composition
業界、職種
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業界 職種

該当回答者：就業中 (n=5756)

1

農業 1%

石油・ガス 0%

製造業 16%

電力会社・ガス会社 1%

上水道・下水道 0%

建設業 5%

小売業・卸売業 11%

輸送・倉庫 4%

宿泊・食品 3%

情報通信 (ICT) 5%

金融・保険業 4%

不動産業 2%

専門・科学 4%

管理・サポート 1%

公務員 5%

教育 6%

保健、医療、社会福祉 10%

芸術・娯楽 2%

国際組織 1%

その他のサービス 20%



|

日本
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調査結果
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60%

22%

47%

47%

44%

65%

52%

38%

54%

60%

63%

23%

40%

45%

60%

65%

32%

41%

43%

60%

給与水準・福利厚生

興味深い仕事

ワ－クライフバランス
の実現性

安定した雇用機会

職場環境の快適さ

勤務先を選ぶ際に
働き手が求めるもの
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社会人口学的属性 (性別/年齢/教育水準) 別の全結果の詳細や、過去5年間の推
移については、こちらをクリック。

アジア太平洋地域
(APAC)

2017年 2016年2017年度比
５つの最も重要な項目

* 2017年度調査での当項目の表記は、“刺激的で、やりがいのある仕事”。

*
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

男性

女性

働き手が求めるもの
性別

男性の62％が、給与水準・
福利厚生を重要と考えてい
ます。
これは、女性と比較すると、
わずかに低い数値です。

62%

女性は男性よりも
職場環境の快適さを重視
しています。

66%

男性

女性
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働き手が求めるもの
年齢別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

45+

25 - 44

18 - 24

18歳から24歳の労働者
は、25歳以上の労働者よ
りも、職場環境の快適さを
重要と見なしています。

65%

18歳～24歳

25歳から44歳の労働者
は、24歳以下や45歳以上
の労働者よりも、就業場所
の利便性を重要と考えて
います。

32%

25歳～44歳

45歳から64歳の労働者
は、44歳以下の労働者よ
りも、長期にわたる安定し
た雇用機会を重要と考え
ています。

47%

45歳～64歳
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働き手が求めるもの
教育水準別

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

大学・大学院卒

短大・専門学校卒

高等学校卒業以下

大学・大学院卒の労働者
は、短大・専門学校卒や高
等学校卒業以下の労働者よ
りも、ワークライフバランスの
実現性を重要と考えていま
す。

46%
大学・大学院卒

短大・専門学校卒の労働者
の65％が、職場環境の快適
さを重要と考えています。こ
れは、大学・大学院卒の労
働者と比較すると、かなり高
い数値です。

65%
短大・専門学校卒

高等学校卒業以下の労働者
は、大学・大学院卒や短大・
専門学校卒の労働者よりも、
長期にわたる安定した雇用
機会を重要と考えています。

46%
高等学校卒業以下
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63%

61%

47%

38%

31%

給与水準・福利厚生

安定した雇用機会

職場環境の快適さ

ワークライフバランス
の実現性

興味深い仕事

働き手が求めるもの
ホワイトカラーとブルーカラーの比較
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ブルーカラーホワイトカラー

65%

59%

42%

42%

33%

給与水準・福利厚生

安定した雇用機会

職場環境の快適さ

ワークライフバランス
の実現性

財務体質の健全性



日本の働き手が求めるのは 日本の雇用主が提供するのは APACの雇用主が提供するのは

1 高い給与水準と、充実した福利厚生 1 高い社会的評価 1 財務体質の健全性

2 快適な職場環境 2 財務体質の健全性 2 高い社会的評価

3 長期にわたる安定した雇用機会 3 長期にわたる安定した雇用機会 3 長期にわたる安定した雇用機会

4 ワークライフバランスの実現性 4 高い給与水準と、充実した福利厚生 4 革新的な技術

5 興味深い仕事 5 革新的な技術 5 高い給与水準と、充実した福利厚生

6 財務体質の健全性 6 キャリアアップの機会 6 キャリアアップの機会

7 キャリアアップの機会 7 環境や社会への配慮 (CSR) 7 環境や社会への配慮 (CSR)

8 高い社会的評価 8 快適な職場環境 8 快適な職場環境

9 環境や社会への配慮 (CSR) 9 興味深い仕事 9 興味深い仕事

10 革新的な技術 10 ワークライフバランスの実現性 10 ワークライフバランスの実現性

日本と周辺地域の
働き手が求めるものと雇用主が提供していると考えられているものの比較

“働き手が求めるもの” と “雇用主が提供するもの” のギャップは、貴社のEVPを強めるための貴重なチャンス。
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ギャップが顕著な3項目

1 高い給与水準と、充実した福利厚生

2 快適な職場環境

3 ワークライフバランスの実現性
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日本の働き手はどのように
仕事を探しているのでしょうか？

18© Randstad 2018 | employer brand research 2018, country report japan

求職活動に用いられる媒体 トップ５

10% 13%
の回答者が、過去1年以
内に勤務先を変えまし
た。

の回答者が、今後1年以内
の転職を予定しています。

転職予定者 転職者
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57%

54%

52%

48%

35%

32%

35%

29%

20%

25%

転職サイト

公的な職業紹介機関

仕事検索エンジン

企業のホームページ等の求人情報

知人への依頼/紹介

(例：Recruit.net, Indeed.com, Jobs.com)
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日本の働き手はどのように仕事を探しているのでしょうか？
求職活動に用いられる媒体 (属性別)
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仕事を探す際に、男性は女性より
も、転職サイトを利用する傾向にあ
ります。

48%
求職中の18歳から24歳の労働者
は、25歳以上の労働者よりも、転職
サイトを利用する傾向にあります。

59%
求職中の25歳から44歳の労働者
は、18歳から24歳の労働者よりも、
知人への依頼/紹介を利用する傾
向にあります。

23%
求職中の45歳から64歳の労働者
は、44歳以下の労働者よりも、公的
な職業紹介機関を利用する傾向に
あります。

58%

仕事を探す際に、女性は男性より
も、公的な職業紹介機関を利用す
る傾向にあります。

55%
求職中の大学・大学院卒の労働者
は、転職サイトを最も利用する傾向
にあります。

54%
求職中の短大・専門学校卒の労働
者は、高等学校卒業以下の労働者
よりも、企業のホームページ等の求
人情報を利用する傾向にあります。

33%
求職中の高等学校卒業以下の労
働者は、大学・大学院卒の労働者
よりも、公的な職業紹介機関を利
用する傾向にあります。

57%

男性

女性

18歳～24歳

大学・大学院卒

25歳～44歳

短大・専門学校卒

45歳～64歳

高等学校卒業以下
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41%

36%

31%

29%

29%

44%

41%

38%

38%

36%

職場環境が快適

ワークライフバランスが
実現しやすい

就業場所の利便性が高い

安定した雇用機会がある

財務体質が健全

勤務先を変えない理由トップ５ *

何が日本の働き手の離職の原因、
もしくは現職に留まる理由なのでしょう
か？

勤務先を変える理由トップ５ **

* 過去1年にわたって同じ企業に勤め続けており、今後1年以内の転職を予定していない回答者の意見

** 過去1年以内に勤務先を変えたか、今後1年以内の転職を予定する回答者の意見

給与水準が低すぎる

キャリアアップの機会が少ない

仕事にやりがいを感じない

社内で適切に評価されていない

仕事と生活の両立が難しい
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何が日本の働き手の離職を防ぐのでしょうか？
勤務先を変えない理由 (属性別)
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安定した雇用機会を感じる場合、男
性は女性よりも、現在の勤務先に
留まる傾向にあります。

41%
18歳から24歳の労働者は、25歳以
上の労働者よりも、キャリアアップ
の機会を理由に、現在の勤務先に
留まる傾向にあります。

20%
安定した雇用機会を感じる場合、25
歳から44歳の労働者は、24歳以下
や45歳以上の労働者よりも、現在
の勤務先に留まる傾向にありま
す。

41%
就業場所の利便性が高い場合、45
歳から64歳の労働者は、18歳から
24歳の労働者よりも、現在の勤務
先に留まる傾向にあります。

43%

女性は男性よりも、職場環境の快
適さを理由に、現在の勤務先に留
まる傾向にあります。

46%
大学・大学院卒の労働者は、ワー
クライフバランスが実現しやすい場
合に、現在の勤務先に最も留まる
傾向にあります。

42%
短大・専門学校卒の労働者は、高
等学校卒業以下の労働者よりも、
職場環境の快適さを理由に、現在
の勤務先に留まる傾向にありま
す。

46%
現在の勤務先に留まる理由が分か
らないと答える労働者は、高等学
校卒業以下に最も多くみられます。

31%

男性

女性

18歳～24歳

大学・大学院卒

25歳～44歳

短大・専門学校卒

45歳～64歳

高等学校卒業以下
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何が日本の働き手の離職を促すのでしょうか？
勤務先を変える理由 (属性別)
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男性は女性よりも、キャリアアップ
の機会の少なさを理由に、現在の
勤務先を辞める傾向にあります。

40%
18歳から24歳の労働者は、25歳か
ら44歳の労働者よりも、給与水準
の低さを理由に、離職する傾向に
あります。

47%
25歳から44歳の労働者は、18歳か
ら24歳の労働者よりも、適切な社内
評価の欠如を理由に、離職する傾
向にあります。

31%
ワークライフバランスの問題を離職
理由とする45歳から64歳の労働者
の割合は、44歳以下の労働者より
も、わずかに低くなっています。

22%

女性は男性よりも、ワークライフバ
ランスの問題を理由に、現在の勤
務先を辞める傾向にあります。

35%
大学・大学院卒の労働者は、短大・
専門学校卒の労働者よりも、仕事
にやりがいを感じないことを理由
に、離職する傾向にあります。

33%
ワークライフバランスの問題を離職
理由とする短大・専門学校卒の労
働者の割合は、大学・大学院卒や
高等学校卒業以下の労働者より
も、わずかに高くなっています。

33%
高等学校卒業以下の労働者は主
に、他社よりも低い給与水準を理由
に離職しています。

44%

男性

女性

18歳～24歳

大学・大学院卒

25歳～44歳

短大・専門学校卒

45歳～64歳

高等学校卒業以下



||

36%

25%

25%

20%

17%
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top 5

勤務先に雇用され続けるために、
日本の働き手が取り組んでいること

変化に柔軟に対応している

柔軟な勤務時間で働けるようにしている

自己啓発など、

必要であれば、

同僚や上司、更には社外の専門家と

スキルを高める取り組みをしている

これまでとは異なる仕事への配転に応じる

交流を持つようにしている
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勤務先に雇用され続けるために、日本の働き手が取り組んでいること

働き手の対策 (属性別)
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男性は女性よりも、自己啓発など
のスキルを高める取り組みをしてい
ます。

28%
18歳から24歳の労働者は、25歳か
ら44歳の労働者よりも、勤務先に雇
用され続けるための対策を取って
いない傾向にあります。

29%
25歳から44歳の労働者は、これま
でとは異なる仕事への配転に応じ
ることに、最も前向きです。

22%
45歳から64歳の労働者は、18歳か
ら24歳の労働者よりも、変化に柔軟
に対応しています。

37%

女性は男性よりも、柔軟な勤務時
間で働けるようにしています。

26%
大学・大学院卒の労働者は、短大・
専門学校卒や高等学校卒業以下
の労働者よりも、自己啓発などのス
キルを高める取り組みをしていま
す。

28%
短大・専門学校卒の労働者は、高
等学校卒業以下の労働者よりも、
変化に柔軟に対応しています。

39%
高等学校卒業以下の労働者は、勤
務先に雇用され続けるため対策
を、最も取っていない傾向にありま
す。

32%

男性

女性

18歳～24歳

大学・大学院卒

25歳～44歳

短大・専門学校卒

45歳～64歳

高等学校卒業以下
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sector

insights.
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建設業/不動産/住関連

電気機器/精密機器/その他製造

金融/保険

食品/飲料

ヘルスケア/ホームケア/化学

人事サービス

情報通信/サービス業

機械/輸送用機械

資源/素材

商社/卸/小売業

運輸

認知度

魅
力

度

high

highlow

low

業界エンプロイヤーブランドと
企業名認知度の関連性
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高い認知度

高い認知度は、その業界
内の雇用主が広く知られ
ていることを意味します。

高い魅力度

魅力度の高い業界には、
他の業界よりも、人材を
強く惹きつける企業が含
まれています。
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日本の業界トップ３
EVP指標別
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EVP指標 1 2 3

給与水準が高く、福利厚生が充実している ヘルスケア/ホームケア/化学 食品/飲料 機械/輸送用機械

キャリアアップの機会がある 情報通信/サービス業 ヘルスケア/ホームケア/化学 食品/飲料

財務体質が健全である 食品/飲料 ヘルスケア/ホームケア/化学 金融/保険

環境や社会に配慮している (CSR) 食品/飲料 ヘルスケア/ホームケア/化学 建設業/不動産/住関連

興味深い仕事がある 食品/飲料 ヘルスケア/ホームケア/化学 電気機器/精密機器/その他製造

長期にわたる安定した雇用機会がある 食品/飲料 資源/素材 機械/輸送用機械

職場環境が快適である 食品/飲料 ヘルスケア/ホームケア/化学 電気機器/精密機器/その他製造

革新的な技術を活用している 電気機器/精密機器/その他製造 機械/輸送用機械 ヘルスケア/ホームケア/化学

社会的評価が高い 食品/飲料 ヘルスケア/ホームケア/化学 電気機器/精密機器/その他製造

ワークライフバランスが実現しやすい 食品/飲料 ヘルスケア/ホームケア/化学 電気機器/精密機器/その他製造
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日本の各業界で高く評価された EVP指標トップ３
1/2
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業界 1 2 3

01 食品/飲料 社会的評価が高い 財務体質が健全である 長期にわたる安定した雇用機会がある

02 電気機器/精密機器/その他製造 社会的評価が高い 革新的な技術を活用している 給与水準が高く、福利厚生が充実している

03 ヘルスケア/ホームケア/化学 社会的評価が高い 給与水準が高く、福利厚生が充実している 財務体質が健全である

04 情報通信/サービス業 社会的評価が高い 革新的な技術を活用している キャリアアップの機会がある

05 機械/輸送用機械 社会的評価が高い 革新的な技術を活用している 長期にわたる安定した雇用機会がある

06 商社/卸/小売業 社会的評価が高い 財務体質が健全である キャリアアップの機会がある

07 資源/素材 長期にわたる安定した雇用機会がある 社会的評価が高い 給与水準が高く、福利厚生が充実している

08 建設業/不動産/住関連 社会的評価が高い 長期にわたる安定した雇用機会がある 財務体質が健全である

09 運輸 社会的評価が高い 長期にわたる安定した雇用機会がある 財務体質が健全である

EVP指標トップ3
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日本の各業界で高く評価された EVP指標トップ３
2/2
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業界 1 2 3

10 金融/保険 社会的評価が高い 財務体質が健全である 給与水準が高く、福利厚生が充実している

11 人事サービス キャリアアップの機会がある 財務体質が健全である 給与水準が高く、福利厚生が充実している

EVP指標トップ３



30|

top

employers.
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エンプロイヤーブランド・リサーチ2018

Top 10(日本)
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2018年度の上位10社 2017年度の上位10社

01 パナソニック 01 日清食品ホールディングス (日清食品)

02 トヨタ自動車 (トヨタ) 02 トヨタ自動車 (トヨタ)

03 日清食品ホールディングス (日清食品) 03 サントリーホールディングス (サントリー)

04 ソニー 04 明治ホールディングス (Meiji)

05 味の素 05 パナソニック

06 全日本空輸 (ANA) 06 日立製作所 (日立<HITACHI>)

07 日本航空 (JAL) 07 キリンホールディングス (キリン)

08 明治ホールディングス (Meiji) 08 ソニー

09 キヤノン 09 キヤノン

10 楽天 10 味の素
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日本のトップ企業
上位5社のEVP指標トップ３
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上位5社 1 2 3

1 パナソニック 社会的評価が高い 革新的な技術を活用している 給与水準が高く、福利厚生が充実している

2 トヨタ自動車 (トヨタ) 社会的評価が高い 革新的な技術を活用している 財務体質が健全である

3
日清食品ホールディングス
(日清食品)

社会的評価が高い 長期にわたる安定した雇用機会がある 財務体質が健全である

4 ソニー 社会的評価が高い 革新的な技術を活用している 給与水準が高く、福利厚生が充実している

5 味の素 社会的評価が高い 長期にわたる安定した雇用機会がある 財務体質が健全である

EVP指標トップ３
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EVP指標 1 2 3

給与水準が高く、福利厚生が充実している トヨタ自動車 (トヨタ) 伊藤忠商事 丸紅

キャリアアップの機会がある 楽天 トヨタ自動車 (トヨタ) パナソニック

財務体質が健全である トヨタ自動車 (トヨタ) 豊田自動織機 日清食品ホールディングス (日清食品)

環境や社会に配慮している (CSR) サントリーホールディングス (サントリー) トヨタ自動車 (トヨタ) TOTO

興味深い仕事がある 楽天 パナソニック 日清食品ホールディングス (日清食品)

長期にわたる安定した雇用機会がある トヨタ自動車 (トヨタ) 日本電信電話 (NTT) 日本郵政
(日本郵便、かんぽ生命、ゆうちょ銀行)

職場環境が快適である トヨタ自動車 (トヨタ) 楽天 味の素

革新的な技術を活用している トヨタ自動車 (トヨタ) パナソニック ホンダ (HONDA)

社会的評価が高い トヨタ自動車 (トヨタ) パナソニック 全日本空輸 (ANA)

ワークライフバランスが実現しやすい 資生堂 花王 味の素

トップ企業
EVP指標別
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deep dive

appendix 1.
調査結果詳細
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60%

13%

15%

20%

16%

26%

17%

40%

33%

26%

27%

40%

22%

47%

47%

44%

8%

65%

8%

13%

13%

21%

17%

20%

18%

42%

34%

31%

52%

38%

54%

60%

63%

8%

13%

21%

17%

19%

21%

22%

24%

29%

32%

31%

23%

40%

45%

60%

65%給与水準・福利厚生

9%革新的な技術

13%CSR

18%高品質の製品・サービス

18%高い社会的評価

20%充実した教育訓練

21%多様な人材の受け入れ

22%キャリアアップの機会

25%優れた経営者層

30%就業場所の利便性

31%柔軟な勤務体系

31%財務体質の健全性

32%興味深い仕事

41%ワークライフバランスの実現性

43%安定した雇用機会

60%職場環境の快適さ

働き手が求めるもの
勤務先を選ぶ際に、最も重要な項目
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労働者から高く評価された項目。これらの要素は、貴社のエンプロイヤーブランドを強めるのに大いに役立ちま
す。そのため、それらを強化・改善することは、貴社のEVPにとって極めて重要です。

アジア太平洋地域 (APAC) 2017年 2016年2017年度比重要な項目

*

* 2017年は： 刺激的でやりがいのある仕事 / ** 過去の数年間は： 優れた企業イメージ/優れた企業価値

**
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EVP指標の重要度
男女別
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男性 女性

給与水準が高く、福利厚生が充実している

興味深い仕事がある

フレックスタイムや在宅勤務など、柔軟な勤務
が可能である

財務体質が健全である

ワークライフバランスが実現しやすい

長期にわたる安定した雇用機会がある

職場環境が快適である

26%

62%

33%

29%

26%

36%

38%

42%

54%

67%

66%

45%

44%

31%

27%

37%

35%

22%

就業場所の利便性が高い

経営者層が優れている

1

2

3

4

5

6

7

8

9

キャリアアップの機会がある

多様な人材を受け入れ、活躍できるようにし
ている

23%

22%

13%

14%

21%

19%

20%

20%

21%

20%

15%

14%

12%

5%

教育訓練が充実している

社会的評価が高い

高品質の製品・サービスを提供している

環境や社会に配慮している (CSR)

革新的な技術を活用している
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EVP指標の重要度
教育水準別
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大学・大学院卒 短大・専門学校卒 高等学校卒業以下

1

2

3

4

5

6

7

8

就業場所の利便性が高い

35%

27%

33%

給与水準が高く、福利厚生が充実している 65%

65%

62%

職場環境が快適である

63%

57%

65%

長期にわたる安定した雇用機会がある 42%

46%

44%

興味深い仕事がある

32%

34%

30%

財務体質が健全である 34%

29%

29%

フレックスタイムや在宅勤務など、柔軟な勤務
が可能である 35%

30%

32%

ワークライフバランスが実現しやすい

37%

35%

46%

1

2

3

4

5

6

7

8

革新的な技術を活用している

6%

11%

7%

経営者層が優れている 25%

27%

25%

キャリアアップの機会がある

19%

22%

23%

多様な人材を受け入れ、活躍できるようにし
ている

21%

21%

19%

社会的評価が高い

15%

20%

17%

高品質の製品・サービスを提供している 19%

16%

18%

環境や社会に配慮している (CSR)

11%

14%

14%

教育訓練が充実している

19%

20%

20%
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就業場所の利便性が高い

32%

26%

29%

給与水準が高く、福利厚生が充実している 59%

66%

67%

職場環境が快適である

65%

56%

60%

長期にわたる安定した雇用機会がある 47%

41%

43%

興味深い仕事がある

32%

30%

37%

財務体質が健全である 43%

31%

21%

フレックスタイムや在宅勤務など、柔軟な勤務
が可能である 33%

28%

31%

ワークライフバランスが実現しやすい

43%

49%

28%

EVP指標の重要度
年齢別
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45歳以上 25歳～44歳 18歳～24歳

革新的な技術を活用している

9%

9%

7%

経営者層が優れている 29%

26%

17%

キャリアアップの機会がある

25%

15%

23%

多様な人材を受け入れ、活躍できるようにし
ている

23%

22%

20%

社会的評価が高い

16%

20%

24%

高品質の製品・サービスを提供している 24%

18%

12%

環境や社会に配慮している (CSR)

11%

19%

14%

教育訓練が充実している

20%

25%

16%
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EVP指標の重要度
過去5年間の推移 (総合)
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EVP指標の重要度
過去5年間の推移 (総合)
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2/2

0
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キャリアアップの機会

0
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高い社会的評価

0

20
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環境や社会に配慮し

ている(CSR)

0
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革新的な技術
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methodology
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appendix 2.
調査手法
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調査手法
なぜスマートサンプリングなのでしょうか?

かつての調査では、企業は140名から1,400名の回答者によって評価され
ていました。しかし、データや許容誤差の分析を通して、私達は “少ない
サンプル数でも確かなデータを入手できる時に、多くのサンプルは必要な
い” という結論に至ったのです。そのため、2017年のランスタッド・エンプ
ロイヤーブランドリサーチ以降、企業は140名から400名の回答者によって
評価されています。1企業あたりの実際の評価数は、その企業の認知度
に応じて異なります。

許容誤差は、特定の答えを選ぶ回答者の割合 (％) と、その質問を問わ
れたサンプルの規模 (ｎ) によって決まります。最大の許容誤差は、回答

者の50％が特定の答えを選ぶ時に起こります。一方、回答者の30％ (ま
たは70％) が特定の答えを選ぶ時、許容誤差は狭まります。

例
140名の回答者が企業Xを評価しました。この140名の50％が、この企業で働いてみ
たいと答えたとします。許容誤差 (n=140/50％) を考慮すると、実際の値は42％～
58％の間にあります。

400名の回答者が企業Yを評価し、この400名の50％が、この企業で働いてみたいと
答えたとします。許容誤差 (n=400/50％) を考慮すると、実際の値は45％～55％の
間にあります。

1,200名の回答者が企業Zを評価し、この1,200名の50％が、この企業で働いてみた

いと答えたとします。許容誤差 (n=1200/50％) を考慮すると、実際の値は47％～
53％の間にあります。

上記の通り、1企業あたりのサンプル数が400か1200で、それらの許容誤差に大きな
違いはありません (最大の誤差幅は5％ と 3％)。よって、１つの企業の魅力度を正
確に特定する上で、1企業あたりの回答者数は最大400名で十分と言えます。

実際の調査において、認知度が35％を超える各企業には、最大人数400名の回答

者が割り当てられます。一方、認知度が35％以下の企業は、(それらの認知度に応
じて) 140名から400名の回答者によって評価されます。
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